リ 53) 


雌の住居を訪れたゴミグモの雄 
加 藤 正ぜ： 


生垣の處ふと見るとゴミグモの巧る:雌の網の一端へホて，前枝;でがも琴で 
も彈く様に絲をはじいて居る0その內に雌が巧き直つてその方へやつてがた 
が，急に思ひ直したなに元へ戻つてしまつた 0 早速カメラを持つて巧て巧る 
と，下ち兩ま接さして居る最中なので，早速レンス-を向けたお，どうも逆化 
掠で具を'/バ惡 < あ、か斯弓かと向きをかへて居る內に電ホ石义パッと離れ 

て巧はおを引いてぶら下つてしまつた0しまつたと思つた力'.十日のちやも 
巧もちその後の光をを留めて置いたのが曲;の窝眞でもる。コ•ミダモの巧は雌 
の爲じまはれる摄なことはないらしい占 （昭和14年6月，石財!かこて） 



